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授 業 Ⅱ

理 科 学 習 指 導 略 案
５年３組　29名　指導者　　沖　園　良　介　

　本授業では，研究内容１「土台を確実に習得する手立ての工夫」を受け，以下の検証を行うものである。

○　「水の中には，魚の餌となる小さな生き物がいる」という土台を習得する手立てとして，問題解決的

な学習展開，具体物の活用が効果的であるか。

１　単　　元　魚のたんじょう

２　指導計画（総時数11時間）

３　本　　時（第３次の１/４）

⑴　目標

　水の中には魚の食べ物があるかを話し合い，水槽や池の水を顕微鏡で調べる活動を通して，正しい

顕微鏡の使い方のもとで，小さな生き物を観察し，メダカの食べ物を知ることができる。

⑵　評価規準

　　顕微鏡を正しく操作して，水中の小さな生き物を観察し，記録している。

【観察・実験の技能】

⑶　指導に当たって

　　本時では，飼育しているメダカと自然界のメダカの比較から「メダカの食べ物」に着目させること

により，水の中の小さな生き物の存在に気付かせる。このことは，「食物連鎖」に関わりがあり，観

察を通して生命を尊重する態度も育てる機会にする。　

　　実際の観察では，水の中の世界を顕微鏡を使って大型モニタに映し出すことで，自分たちも見てみ

たいという意欲を高め，「メダカは何を食べているのだろう。」という学習問題をもつ。その上で，

これまでに学習した顕微鏡の使い方を押さえながら主体的な探究活動と，実際にミジンコをメダカに

与え食べるのかを検証する活動を行う。　　

１　メダカの雄雌の見分け方を知る。メダカを飼育して卵を産ませる準備をする。

【思：メダカが産卵するには，雄と雌を一緒に飼う必要があると考え，説明している。】

２　生まれたメダカの卵を観察し，卵の中の変化を予想する。

【技：解剖顕微鏡を正しく操作して，卵の中の様子を観察し，記録している。】

３　数日ごとにメダカの卵を観察し，卵の中の変化を解剖顕微鏡で観察し，記録する。

【関：卵の中の変化に興味をもち，進んで観察して，変化の様子を観察し，記録しようとし

ている。】

４　かえった子メダカを観察し，魚の卵の中での成長の変化をまとめる。サケの産卵について

も調べる。

【思：観察の記録をもとに，子メダカは，卵の中の養分を使って成長してきたと考え，表現

している。】

５　水の中には魚の食べ物があるかを話し合い，水槽や池の水を顕微鏡で調べる。

【技：顕微鏡を正しく操作して，水中の小さな生き物を観察し，記録している。】

６　メダカの食べ物と水の中の小さな生き物についてまとめる。

【思：観察をもとに，水中の小さな生き物は，魚などの食べ物になっていると考え，表現し

ている。】

７　〈学習のまとめと整理〉

　　「学習の整理」をし，単元テストを行う。

【知：池や川などの水中には，いろいろな小さな生き物がいて，魚などはそれらを食べて生

きていることを理解している。】　
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授 業 Ⅰ

生 活 科 学 習 指 導 案
１年２組　27名　指導者　　松　村　千　賀　

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　子どもたちが，活動の見通しをもち，自分の思いや願いを実現するために，主体的に活動するこ

　とができたか。

○　場の設定や学習道具など学習環境の充実を図り，体験活動が十分なものになったか。

１　単　　　元　　なつとあそぼう

２　目　　　標

　校庭や公園で友達と仲良く遊んだり，動植物，水，土，砂などで工夫して遊んだりして，遊びの面白

さや自然の不思議さや季節の変化，身近な人とのかかわりに気付くとともに，期待と関心をもって初め

ての夏休みを迎えようとする。

３　単元の評価規準

○　身近にある物を使うなどして，遊び道具を工夫し，みんなで遊びを楽しもうとしている。

【生活への関心・意欲・態度】

○　身近な公園を探検したり季節の遊びを楽しんだりすることを通して，季節や生活の様子の変化に気

付き，それを素直に表現している。　　　　　　　　　　　　　 【活動や体験についての思考・表現】

○　期待と関心をもって夏休みを迎え，楽しかった夏休みを振り返ることを通して，季節の変化や身近

な人とのかかわりに気付いている。　　　　　　　　　　　　　【身近な環境や自分についての気付き】

４　単元について

　⑴　単元の価値

　本単元は，学習指導要領の内容 ⑹「身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして，

遊びや遊びに使う物を工夫してつくり，その面白さや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽し

むことができるようにする。」を受けて設定している。さらに，内容 ⑸「身近な自然を観察したり，

季節や地域の行事にかかわる活動を行ったりなどして，四季の変化や季節によって生活の様子が変わ

ることに気付き，自分たちの生活を工夫したり楽しくしたりできるようにする。」とも関連させて，

子どもたちに遊びを作り出す楽しさや友達とのかかわりをもって遊ぶことの楽しさを味わわせること

ができる単元である。

　現在，映像やゲームなどの仮想体験が増え，子どもたちが自然やたくさんの人とかかわり合うこと

が少なくなっている。だからこそ，人とかかわりながら積極的に自然に触れたり，自然の中で遊んだ

りすることを通して，自然を利用した体験が必要であると考える。

　水や土や砂などは，自然を生かした夏の遊びをしたり，身近にある物を使って簡単な遊び道具を作っ

たりすることを通して，遊びの面白さや自然の不思議さに気付くことができると考える。さらに，自

分が興味ある遊びを試したり，作り直したりして作る活動を繰り返すことで疑問を解決していき，遊

ぶ楽しさやきまりの大切さに気付くこともできると考える。そして，友達と一緒に遊ぶために遊び方

を工夫したり，約束やルールを作ったりして，友達とかかわりを深めたり広げたりすることができる

単元であると考える。

　⑵　子どもの実態と指導

　　　本単元における子どもたちの実態を，日常の観察から，次のようにとらえた。

　　①　生活への関心・意欲・態度

　本学級の子どもは，休み時間，遊具やボールを使った遊びや砂遊びを好んで行っている。身近に

ある物を使って工作を楽しむ子どもが数名いるが，それらを使ってみんなで遊びを広げていこうと

する姿はまだ見られない。

　　②　活動や体験についての思考・表現

　本学級の子どもは，毎朝，あさがおの水掛けを行っている。水掛けが終わると，誰誘うことなく

外水道の蛇口やホース，ペットボトルじょうろで水遊びを始めようとしている姿が見られる。また，

日々の生活の中で，ルールを守って遊ぶことの大切さを学び，友達と一緒に遊ぶことの楽しさやう

れしさを感じてきている。しかし，ルールが守れないためにトラブルになったり，いつも決まった

友達としか遊ばなかったりするなど，友達と上手くかかわれない子どももいる。自分たちで遊びを

考えたり，身近な物で遊び道具を作ったりする経験は乏しいといえる。

　　③　身近な環境や自分についての気付き

　本学級の子どもは，生活科の学習に意欲的に取り組み，学校探検やアサガオの栽培などの活動を

通して，自然とかかわってきている。休み時間には，田上の森で生き物を見る姿も見られる。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　  　　　　〔　　〕子どもの意識　　　　　指導の手立て　　※評価

主 な 学 習 活 動 と 教 師 の 手 立 て ・ 評 価

１　学習問題を確認する。

　メダカは，何を食べて生きてい

るのだろう。

２　予想する。
・水の養分をとっていると思うな。
・水の中の小さなゴミを食べている

と思うよ。 
・見えないくらい小さな生き物がい

るかも知れないよ。

３　顕微鏡を使って水の中を観察する。

・目には見えなかったけど，顕

微鏡で見ると水の中にはいろ

いろ入っているんだね。

・目では見えなかったのに，小

さな生き物が動いているよ。

・この小さな生き物が餌になっ

ているんじゃないかな。

４　発見したことを伝え合う。
・水の中には，小さな生き物た

ちがいました。
・動いているものと，動かない

ものがありました。
・メダカは，この生き物を食べ

ていると思います。
５　メダカがミジンコを食べる様子
　を観察する。

・メダカの餌になるなら，きっ
と食べるよね。

・メダカは，水の中の小さな生
き物を食べているんだね。

　水の中には，小さな生き物がい
て，メダカはそれらの生き物を食
べている。

６　本時を振り返る。

・他にもたくさんの小さな生き

物がいるかも知れないね。

・海の中にもいると思うな。

・他の魚も，同じように，水の

中の小さな生き物を食べてい

るかもしれないね。

　前時で設定した学習問題を確認す

る。顕微鏡で目に見えない世界を見せ

ることで，自身が調べたいという意欲

につなげるようにする。

　ノートに，予想を書かせる。絵と文

を使って予想を立てさせることで，観

察する視点を明確にさせ，観察への意

欲をもたせる。

　顕微鏡の使い方について確認をした

り，手順カードを配布したりすること

で，活動がスムーズに行えるようにす

る。川や観察池，水槽の水から選択さ

せることで，観察意欲を高めるように

する。

　観察しながら発見したものをノート

に書き込ませ記録させることで，小さ

な生き物が一種類ではなくたくさんの

種類がいることに気付くことができる

ようにする。

※　顕微鏡を正しく操作して，水中の小さな生き物

を観察し，記録している。

（行動・ノート）

○　正しく操作し，観察ができている子ど

もには，気付いたことや感想，新たな疑

問をノートに書くように助言する。

○　観察がうまくいかない子どもには，机

間指導やグループ内での学び合いの時間

をもつように助言する。

　観察後，記録した微生物の絵を，大

型モニタに映すことで，観察の結果を

共有することができるようにする。ま

た，次時で自分でも見つけたいという

思いにつなげるようにする。

　各グループにメダカを入れたビー

カーとミジンコを配る。メダカにミジ

ンコを与え，目の前で食べる様子を観

察させることで，メダカは，水の中の

小さな生き物を食べていることを提え

ることができるようにする。

　本時を振り返ることで，メダカだけで

なく，他の魚も同じように水の中の小さ

な生き物を食べているという見通しを

もたせると同時に，食物連鎖への関心を

もたせ次時へつながるようにする。
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